
事業の名称

★印は「男女共同参画推
進講座等の実施」の一環
として実施

◆印は「継続事業」のう
ち，「男女共同参画行動
計画」に初めて計上された
事業

成
人
・
保
護
者
・

勤
労
者
等

高
校
生
・
大
学
生
等

小
中
学
生

乳
幼
児

継
男女共同参画推進講座等
の実施

男女共同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　男女共同参画についての理解を深め，意識の高揚を図
るため，男女共同参画をテーマに講演や講座を実施す
る。
　・男女共同参画の視点を踏まえた保育研修会
　・生涯学習センターとの連携による男女共同参画
    推進講座
　・リーダー養成講座
　・登録団体説明会
　・協働型啓発講座
　・専門分野における男女の活躍領域拡大促進講座
　・勤労者向けWLB啓発セミナー
　・仕事と介護の両立に向けた意識啓発講座
  ・男性の家庭参画促進講座
　・性差に応じた健康支援講座  等の実施

・推進センターで開催する講
座等の回数：22回
・ 受講者数：計800人

・推進センターで開催する講
座等の実施回数：20回
・受講者数：計800人

継 啓発コンクールの実施 男女共同 ○ ○ ○

　男女共同参画について理解を深め，意識の高揚を図る
ため，男女共同参画社会の実現に向けた気運醸成に資す
る作品（標語，4コマまんが等）を募集し，コンクールを開催
する。また，優秀な作品を各種の広報に活用することによ
り，市民の理解と積極的な取組を促進する。

・応募作品数（標語）：1,000
点
・応募作品数（4コマまんが）：
50点

・応募作品数（標語）：1,000
点
・応募作品数（4コマまんが）：
100点

継
広報紙（特集号）による情
報発信

男女共同 ○ ○ ○ ○

　市民に男女共同参画の意識啓発と理解の促進を図るた
め，男女共同参画推進月間，ＤＶ根絶強化月間などの啓
発強化期間を中心に，多くの市民の目に触れる媒体を活
用し，重点的・集中的に情報発信する。

・掲載回数：年4回 ・掲載回数：年4回

継
男女共同参画啓発誌
「ぱーとなーしっぷ」の発
行

男女共同 ○ ○ ○ ○ ○

　市民に男女共同参画の意識啓発と理解の促進を図るた
め，男女共同参画施策の解説や取組状況を紹介する啓発
誌を年1回発行し，自治会回覧や本市の関連施設への設
置などにより配布・周知する。

・発行回数：年1回
・発行部数：20,000部

・発行回数：年1回
・発行部数：20,000部

継
男女共同参画推進週間・
月間を活用した広報・啓
発

男女共同 ○ ○ ○ ○ ○

　男女共同参画の意義，目的の周知を図るため，平成8年
10月に開催した「日本女性会議‘96うつのみや」を記念し
て，その月を推進月間とし，男女共同参画に関する主体的
な取組を重点的，集中的に実施する。（パネル展等のイベ
ント，広報活動，その他，期間中に実施する事業）

・ 啓発事業の実施回数：7回 ・啓発事業の実施回数：5回

継 情報誌の発行 男女共同 ○ ○
　男女共同参画の推進を図るため，男女共同参画推進の
拠点である男女共同参画推進センターの事業やセンター
で活動する団体などについて，広く市民に周知する。

・発行部数：800部 ・発行部数：1,000部

継
男女共同参画ニュースの
発行

男女共同 ○

　市職員の男女共同参画意識を高めるため，庁内ＬＡＮを
利用して定期的に男女共同参画に関する情報を提供する
とともに，職員自身のワーク・ライフ・バランスへの取組促
進，審議会等への女性参画のための啓発を行う。

・発行回数：年3回 ・発行回数：年3回

継
男女共同参画表現ガイド
ラインの周知

男女共同 ○

　刊行物等において男女共同参画の視点に配慮した文章
やイラスト等の表現となるよう，具体的な表現事例などを示
した「男女共同参画の視点からの表現ガイドライン」などを
用い，市ホームページで周知・啓発を図るとともに，庁内ラ
ンで市職員にも周知・徹底する。

・市職員向け：年2回 ・市職員向け：年2回

施策

施
策
番
号

重
点
施
策

施策の名称

3

「第３次男女共同参画行動計画」の体系と施策の展開について（具体的な事業を含む）（案）

男女共同参画意識
の醸成

職員（市職員，教職
員，保育士等）への
意識啓発

1

2

具体的な事業

１
　
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
や
慣
行
の
見
直
し

新
規
・
拡
充
・
継
続

男女共同参画につい
ての広報・啓発活動

●

事業の目的と概要

基
本
目
標

施
策
の
方
向

Ⅰ
　
男
女
共
同
参
画
意
識
が
定
着
し
た
社
会
の
実
現

目標値

※目標値は基本として
29年度の値

事業の主たる対象者

推
進
団
体

市
職
員 現状値

※現状値は基本として
24年度の値（見込み）

教
職
員
・
保
育
士
等

一般 民
間
企
業
・
自
治
会
等

担当課
（連携課）

協議資料３

1



事業の名称

★印は「男女共同参画推
進講座等の実施」の一環
として実施

◆印は「継続事業」のう
ち，「男女共同参画行動
計画」に初めて計上された
事業

成
人
・
保
護
者
・

勤
労
者
等

高
校
生
・
大
学
生
等

小
中
学
生

乳
幼
児

施策

施
策
番
号

重
点
施
策

施策の名称

具体的な事業

新
規
・
拡
充
・
継
続

事業の目的と概要

基
本
目
標

施
策
の
方
向 目標値

※目標値は基本として
29年度の値

事業の主たる対象者

推
進
団
体

市
職
員 現状値

※現状値は基本として
24年度の値（見込み）

教
職
員
・
保
育
士
等

一般 民
間
企
業
・
自
治
会
等

担当課
（連携課）

継
人権研修，セクシュアル・
ハラスメント防止研修の実
施

人事
（男女共同）

○
　市職員の人権及び男女共同参画意識の醸成を図るた
め，新規採用職員や管理職等を対象に人権研修及びセク
シュアル・ハラスメント防止研修を実施する。

・実施回数：各1回 ・実施回数：各1回

継 人権教育研修会の実施 学校教育 ○ ○

　本市立小・中学校の教育活動における人権教育の充実
を図るため，各学校の人権教育主任等の教員が，本市や
県が開催する人権教育研修会において，男女平等など人
権を尊重する教育の考え方や方法等を学ぶ研修会を実施
する。

・開催回数：2回
・参加人数：計186人

・開催回数：2回
・参加人数：計186人

継
男女共同参画の視点を踏
まえた保育研修会の実施
★

男女共同
（保　　育）

○ ○
　子どもの頃から男女共同参画意識を醸成するため，幼児
教育に携わる保育士を対象とした研修会を実施する。

継
親学と子どもの情報誌の
充実

生涯学習 ○ ○ ○ ○

　子どもの健やかな成長のために，保護者に知っておいて
ほしいことや，学んでほしいこと，親学に関する事業等を伝
えるとともに，子どもたちの体験活動を推進するために，土
日や長期休業中に，子どもが参加できる各種講座・イベン
ト，ボランティア活動等に関する情報を提供する。

・発行回数：2回 調整中

継 親学出前講座の充実 生涯学習 ○ ○ ○ ○

　保護者の家庭教育に対する意識の高揚を図り，もって家
庭の教育力の向上を図ることを目的として，学校や保育
園，幼稚園，サークル等からの要請により，保護者の集ま
る機会に，職員等が親学に関する講座を実施する。

・開催回数：69件
・参加者数：3,500人

調整中

継
ふれあいのある家庭づくり
事業の実施

子ども未来 ○ ○ ○ ○ ○

　家庭における家族の絆づくりを推進する，ふれあいのあ
る家庭づくりの大切さを広く啓発するため，「家庭の日」の
推進や「ふれあいのある家庭づくり」作品コンクール等を実
施し，家庭や地域，学校，企業など社会一体となった，全
市的な取り組みとなるよう市民の意識醸成を図る。

「家庭の日」周知率：　　％
現状値については,11月頃
確定予定
・（参考）平成20年度　76％

「家庭の日」周知率：100％

拡
小・中・高・大学生等への
出前講座の実施

男女共同 ○ ○

　一人ひとりが男女共同参画意識を持って行動できるため
には，基本的な人間性や社会性を身に着ける時期からの
継続的な教育が重要であることから，小学生～大学生に対
し男女共同参画について学ぶ機会として出前講座を実施
する。（小70校，中31校，高16校，大学5校）

・講座実施学校数：1校

・講座実施学校数：30校
（在学中に1回受講が可能）
・理解した生徒・学生の割
合：
80％以上

拡
子ども向けパンフレットの
作成・配布

男女共同 ○
　基本的な人間性や社会性を身に着ける時期から，男女
共同参画についての意識の醸成が図れるよう，子ども向け
パンフレットを作成する。

・作成部数　5,600部 ・配布部数：5,000部

継
小・中学生へのキャリア教
育の実施◆

学校教育 ○

　児童生徒一人一人のキャリア発達を支援し，それぞれに
ふさわしいキャリアを形成していくために必要な意欲・態度
や能力を育てるため，家庭や学校など身近な人々の職業
や生き方を理解させたり，地域で働く人の職場見学や体験
等を実施したりする。その際，個性や能力，興味等を大切
にする考え方についても指導する。

・職場見学や体験等の実施
校数：93校

・職場見学や体験等の実施
校数：93校

継
性教育サポート事業の実
施

学校健康 ○

　人工妊娠中絶の現状や心身への影響等についての認
識を深め，適切な意志決定や行動選択ができるようにする
ため，市内全校の中学3年生を対象に，専門的立場の産
婦人科医による講話を年1回度実施する。

・実施校数：全中学25校 ・実施校数：全中学25校

男女共同参画の視
点に立った家庭教育
の推進

4
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5
男女共同参画の視
点に立った学校教育
の推進

職員（市職員，教職
員，保育士等）への意
識啓発

2



事業の名称

★印は「男女共同参画推
進講座等の実施」の一環
として実施

◆印は「継続事業」のう
ち，「男女共同参画行動
計画」に初めて計上された
事業

成
人
・
保
護
者
・

勤
労
者
等

高
校
生
・
大
学
生
等

小
中
学
生

乳
幼
児

施策

施
策
番
号

重
点
施
策

施策の名称

具体的な事業

新
規
・
拡
充
・
継
続

事業の目的と概要

基
本
目
標

施
策
の
方
向 目標値

※目標値は基本として
29年度の値

事業の主たる対象者

推
進
団
体

市
職
員 現状値

※現状値は基本として
24年度の値（見込み）

教
職
員
・
保
育
士
等

一般 民
間
企
業
・
自
治
会
等

担当課
（連携課）

継
エイズ予防啓発普及活動
の実施

保健予防 ○ ○ ○

　エイズ・性感染症に関する正しい知識を普及啓発し，市
民一人ひとりが自分の問題としてとらえ，感染しない，感染
させないための行動がとれるようにするとともに，エイズに
対する誤解・偏見のない社会づくりを推進するため，講演
会等を実施する。

・実施回数：69回
・対象人数：10,000人

・実施回数：100回
・対象人数：10,000人

継
性といのちの健康教育出
前講座

子ども家庭 ○ ○

　思春期の若者を対象に，性と健康に関する正しい知識
や情報を提供し，若者自身の性と健康を守る自己決定能
力を育てるために，小・中・高校生を対象とした保健師等に
よる性といのちの出前講座(健康教育)を実施する。

・実施校数：30校
・参加人数：3,800人

・実施校数：35校
・参加人数：4,000人

新
生涯学習センターとの連
携による男女共同参画推
進講座等の実施★

男女共同，
生涯学習

○

各地域における生涯学習活動において，男女共同参画
についても学ぶ機会を増やすため，生涯学習センターと男
女共同参画推進センターの共催による講演会の実施や，
男女共同参画推進センターが講座プログラム等を提供す
る。

継
男女共同参画推進講座等
の実施【再掲】

男女共同 ○ ○ ○
　男女共同参画についての理解を深め，意識の高揚を図
るため，男女共同参画をテーマに講演や講座を実施す
る。

・ 実施回数：22回
・ 参加者数：800人

・実施回数：20回
・受講者数：800人

拡
審議会・委員会等への女
性登用促進

行政経営，
男女共同

○ ○ ○

　市の審議会や委員会への女性委員の割合を高め，男女
がともに政策や方針に参画できるよう，公募委員の募集を
周知する。また，女性の登用促進のための仕組みの検討
や，庁内関係各課に働きかけを積極的に行う。

・公募委員の募集情報の提
供回数：年0回
・審議会等における女性の
登用率：25.1％　（H24.3.31
現在）

・公募委員の募集情報の提
供回数数：年12回
・審議会等における女性委
員の登用率30%

新

企業や地域における管理
職・役員等への女性登用
促進啓発資料の作成・配
布

男女共同 ○ ○

　企業や地域における管理職や役員等，意思決定の場に
おける女性の参画を促進するため，男女が共に参画する
ことの意義や重要性などを分かりやすく示した資料（パンフ
レット等）を作成し，企業への配布や自治会へ回覧等によ
り啓発する。

・配布部数　年0部
・民間企業で管理職に女性
を登用している割合　●％，
H24年度調査中（参考，
H15：34.0％，H18：38.1％）
・市管理職における女性職
員の割合　6.0％（H24.4.1現
在）

・配布部数　年18,000部
・民間企業で管理職に女性
を登用している割合　●％
・市女性管理職（課長級以
上）の割合

継
リーダー養成講座の実施
★

男女共同 ○ ○
　男女がともに政策や方針に参画できるよう，各分野で活
躍するリーダーを養成するための講座を開催する。

新 団体登録制度の導入★ 男女共同 ○

　男女共同参画推進センターを活動拠点とする団体が，互
いにネットワークを深め，高めあうとともに，男女共同参画
推進に向けた積極的な団体活動を支援するため，男女共
同参画団体登録制度を新たに導入する。

・登録団体数：0団体 ・登録団体数：30団体

継
登録団体との連携イベン
トの開催

男女共同 ○
　男女共同参画団体として活動する団体の日頃の成果を
発表する場として，フェスティバルを開催し，広く市民に男
女共同参画の理解促進を図る。

・フェスティバルへの参加者
数：800人

・フェスティバルへの参加者
数：1,000人
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男女共同参画推進
団体等の育成・支援

男女共同参画の視
点に立った地域教育
の推進

意思決定の場への
女性の登用促進

8

男女共同参画の視
点に立った学校教育
の推進
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事業の名称

★印は「男女共同参画推
進講座等の実施」の一環
として実施

◆印は「継続事業」のう
ち，「男女共同参画行動
計画」に初めて計上された
事業

成
人
・
保
護
者
・

勤
労
者
等

高
校
生
・
大
学
生
等

小
中
学
生

乳
幼
児

施策

施
策
番
号

重
点
施
策

施策の名称

具体的な事業

新
規
・
拡
充
・
継
続

事業の目的と概要

基
本
目
標

施
策
の
方
向 目標値

※目標値は基本として
29年度の値

事業の主たる対象者

推
進
団
体

市
職
員 現状値

※現状値は基本として
24年度の値（見込み）

教
職
員
・
保
育
士
等

一般 民
間
企
業
・
自
治
会
等

担当課
（連携課）

新 協働型啓発講座の実施★ 男女共同 ○ ○
　市民のニーズや興味・関心の高い講演テーマを設定し，
より効果的な男女共同参画意識の醸成を図るため，男女
共同参画推進団体と協働により，講座を企画・運営する。

新 活躍する場や機会の提供 男女共同 ○ ○
男女共同参画団体として活動する団体等に，講座の講師
としての場など，活躍の場や機会を提供し，団体活動を支
援する。

・団体数：11団体
・審議会等に参画した女性
の数　：366人

・団体数：30団体
・審議会等に参画した女性
の数　：400人

継
防災活動や災害発生時に
おける男女共同参画の推
進

危機管理，
男女共同

○ ○ ○

　防災活動や災害発生時において，男女双方の視点に配
慮した避難所の運営や安全を確保するため，「宇都宮市
地域防災計画」を見直すとともに，防災に関する出前講座
等を実施し，その視点の重要性について啓発する。

・出前講座等の開催回数：5
回
・出前講座等の参加者数：
485人

・出前講座等の開催回数：12
回
・出前講座等の参加者数：
840人

新
専門分野における男女の
活躍領域拡大促進講座の
実施★

男女共同 ○ ○ ○
　様々な専門分野において，男女がともに活躍できる場や
機会を広げるため，専門分野への興味や関心を高める
きっかけとなる講座を実施する。

継
活躍している女性の情報
発信

男女共同 ○ ○ ○

　女性が個性と能力を十分に発揮し，新しい発想や多様な
能力を活かして，様々な分野へチャレンジする意欲の向上
を図るため，身近なチャレンジ事例を広く紹介することで，
女性のチャレンジを支援する。

・発行部数：1,000部
・配布部数：1,000部

・発行部数：1,000部
・配布部数：1,000部

継
地域活動における男女共
同参画の促進

男女共同，
みんまち

○ ○

　地域活動・まちづくり活動を更に活性化するためには，男
女が互いの個性や能力を十分に発揮し，協力し合いなが
ら地域行事や地域課題の解決に取り組む必要があること
から，男女双方の視点やニーズに配慮するよう，広報紙等
により啓発する。

・広報紙等による啓発回数：0
回

・広報紙等による啓発回数：2
回

継 再就職支援 男女共同 ○
　出産，育児，介護等により就業を中断した女性で，再就
職を希望する人に必要なスキルや情報を習得する場を提
供するため，セミナー等を実施する。

・セミナー実施回数：3回
・セミナー実施回数：3回
・就労した人の割合：50％

継 女性向け就職情報の提供 男女共同 ○
社会のあらゆる分野で女性が能力を発揮し，活躍できるよ
う，女性のさまざまなチャレンジを支援するために，就職情
報を提供する。

・情報提供回数：12回
・情報提供回数：12回
・就労者数：10人

継 女性のための就職相談会 男女共同 ○
　社会のあらゆる分野で女性が能力を発揮し，活躍できる
よう，女性のさまざまなチャレンジを支援するために，就職
を目指す女性のための就職相談会を実施する。

・相談件数：12件
・相談件数：20件
・就労者数：10人

継
宇都宮ベンチャーズによ
る女性の起業支援

産業政策 ○

　新規事業や企業の新事業への進出を促し，多様な分野
の企業集積による本市経済の発展を図るため，起業家育
成の効果的な支援体制として「宇都宮ベンチャーズ」を運
営し，その実施事業の一つとして，女性起業家を含めた育
成支援を行い，ビジネスプランコンテストを開催する。

・年　　度　平成23年度
・コンテスト応募件数：30件
・うち女性の応募件数：11件

・コンテスト応募件数：30件
・うち女性の応募件数：15件

継
家族経営協定締結促進事
業

農業委員
会事務局

○

　農業における労働・生活環境の改善と女性の社会的地
位の向上を目指し，家族経営協定の推進会議，各戸訪問
等を関係機関との連携により実施し，家族経営協定の締
結の浸透を図る。

・各戸訪問：30戸
・協定件数：351件

・各戸訪問：30戸
・協定件数：406件
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事業の名称

★印は「男女共同参画推
進講座等の実施」の一環
として実施

◆印は「継続事業」のう
ち，「男女共同参画行動
計画」に初めて計上された
事業

成
人
・
保
護
者
・

勤
労
者
等

高
校
生
・
大
学
生
等

小
中
学
生

乳
幼
児

施策

施
策
番
号

重
点
施
策

施策の名称

具体的な事業

新
規
・
拡
充
・
継
続

事業の目的と概要

基
本
目
標

施
策
の
方
向 目標値

※目標値は基本として
29年度の値

事業の主たる対象者

推
進
団
体

市
職
員 現状値

※現状値は基本として
24年度の値（見込み）

教
職
員
・
保
育
士
等

一般 民
間
企
業
・
自
治
会
等

担当課
（連携課）

継
WLB実践ガイドブックの配
布

男女共同
（商工振興）

○ ○

　市内各事業所におけるＷＬＢの実現に向けた雇用環境
の整備やその取組を促すため，ＷＬＢの取組に有効な各
種情報をまとめたガイドブックを事業所訪問等において配
布する。

・事業所訪問数：年2,000社
・配布部数：2,000部

・事業所訪問数：年2,000社
・配布部数：2,000部

継
企業啓発出張セミナーの
実施◆

男女共同 ○ ○

　ＷＬＢの意義や効果を広く企業に周知し，その取組を促
進するため，企業や団体からの要請に応じて出向き，企業
経営者や総務・人事担当者等を対象にしたセミナーを実
施する。

・開催回数：年2回
・参加者数：計40人

・開催回数：年3回
・参加者数：計60人

継
ＷＬＢ推進のための意見
交換会の実施

男女共同
（商工振興，
子ども未来）

○ ○

　本市におけるＷＬＢ推進施策を効果的に取り組むととも
に，関係機関等との連携を図るため，市内事業所や市民
への啓発手法についての意見交換や，ＷＬＢに関する情
報交換などを行う会議を実施する。

・開催回数：年1回
・新提案の事業への反映：0
回

・開催回数：年1回
・新提案の事業への反映：2
事業（5か年で）

継
男女共同参画推進事業者
表彰（きらり大賞）の実施

男女共同
（商工振興，
子ども未来）

○ ○
　男女がともに参画できる社会づくりの促進を図るため，性
別にかかわりなく個性と能力を発揮できる働きやすい職場
づくりに積極的に取り組んでいる事業者を称え表彰する。

・表彰事業者数：年2社
・表彰事業者のPR数：年5回

・表彰事業者数：年2社
・表彰事業者のPR数：年5回

継
労働環境啓発冊子の作
成・配布

商工振興 ○ ○

　雇用促進と労働環境の向上を図るため，雇用・労働に関
する各種制度や事業，勤労者のための福利厚生制度に関
する冊子を作成・配布し周知啓発を行う。
①勤労者向け冊子「働くあなたのサポートガイド」
②事業所向け冊子「事業所便利帳」

①「働くあなたのサポートガイ
ドﾞ」の配布冊数：2,000冊
②「事業所便利帳」の配布冊
数：2,000冊

①「働くあなたのサポートガイ
ドﾞ」配布冊数：2,400冊
②「事業所便利帳」配布冊
数：　2,400冊

継
「宇都宮まちづくり貢献企
業認証制度」の認証

商工振興 ○ ○

　企業・市民・行政の協働によるまちづくりのため，ＣＳＲ
（企業の社会的責任）活動に取り組む企業を対象に，「宇
都宮まちづくり貢献企業」（認証事業の一つにWLBを設
定）を認証する。

・ＣＳＲフォーラム：1回
・担当者研修会　：1回

・ＣＳＲフォーラム：1回
・担当者研修会 ：1回

新
勤労者向けWLB啓発セミ
ナーの実施★

男女共同 ○ ○ ○
　勤労者自身が働き方を見直し，WLBを推進するきっかけ
となりるよう，勤労者を対象とした啓発セミナーを実施する。

継 結婚活動支援事業◆ 男女共同 ○ ○

　結婚を希望する独身男女が幸せな家庭を築きながら，仕
事も責任も分かち合い，共生できる社会を実現するため，
結婚活動支援事業を実施する。
・結婚観の醸成につながる意識啓発事業（リーフレット）
・結婚活動に役立つ自己啓発事業（セミナー等）
・結婚活動を支援する情報提供

・リーフレット発行部数：5,000
部
・セミナー実施回数：2回

・リーフレット発行部数：5,000
部
・セミナー実施回数：2回

継
一時預かり事業（保育所
型）の実施

保育 ○ ○
　家庭において保育を受けることが一時的（月64時間以
内）に困難となった乳幼児を預かるため，保育所における
一時預かり事業を実施する。

・実施園数：11園
・目標年度：平成26年度
・実施園数：13園

継
保育所，認定こども園の
整備促進◆

保育 ○ ○

　待機児童の解消と新たな保育制度を見据えた保育需要
に対応するため，既存保育所の改築や公立保育所の民営
化にあわせた定員増を促進するとともに，幼稚園における
低年齢児からの受入を可能とするため，保育所機能を併
せ持った認定こども園（幼保連携型）の設置を促進し，保
育需要に応じた保育サービス量を拡大する。

・入所児童数　　　　人
（＊10月1日現在）
※１０月1日以降に記載予定

・目標年度：平成26年度
・入所児童数：8,920人
（＊10月1日現在）
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事業の名称

★印は「男女共同参画推
進講座等の実施」の一環
として実施

◆印は「継続事業」のう
ち，「男女共同参画行動
計画」に初めて計上された
事業

成
人
・
保
護
者
・

勤
労
者
等

高
校
生
・
大
学
生
等

小
中
学
生

乳
幼
児

施策

施
策
番
号

重
点
施
策

施策の名称

具体的な事業

新
規
・
拡
充
・
継
続

事業の目的と概要

基
本
目
標

施
策
の
方
向 目標値

※目標値は基本として
29年度の値

事業の主たる対象者

推
進
団
体

市
職
員 現状値

※現状値は基本として
24年度の値（見込み）

教
職
員
・
保
育
士
等

一般 民
間
企
業
・
自
治
会
等

担当課
（連携課）

継 延長保育事業の実施 保育 ○ ○
　保護者の就労形態が多様化しているなか，保育所の通
常開所時間を超えて保育が必要となる乳幼児の処遇を確
保するため，保育所における延長保育事業を実施する。

・実施園数：74/75園
・目標年度：平成26年度
・実施園数：全園

継
病児・病後児保育事業の
実施

保育 ○ ○
　保育に欠ける乳幼児が病気及び病気の回復期にあり，
集団保育をすることが困難となる乳幼児の処遇を確保する
ため，病児・病後児保育事業を実施する。

・実施施設数：4園
・目標年度：平成26年度
・実施施設数：5園

継 休日保育事業の実施 保育 ○ ○
　保護者の就労形態が多様化しているなか，日曜日・祝日
等に保育が必要となる乳幼児の処遇を確保するため，保
育所における休日保育事業を実施する。

・実施園数：1園 ・調整中

継
ファミリーサポートセンター
事業の実施

子ども未来 ○ ○ ○

　一時的又は臨時的に子どもを預けることで，仕事その他
の活動と育児を両立できる環境整備や，児童の福祉の向
上を図るため，協力会員(育児の援助を行うことを希望する
者)と依頼会員（育児の援助を受けることを希望する者)が
相互に援助しあう，地域に根ざした子育て活動を支援す
る。

・活動件数：9,700件
（H23実績　8,760件）

・活動件数：14,500件

拡
宮っ子ステーション事業の
充実

生涯学習 ○

　放課後等における児童の健全育成を図るため，留守家
庭児童の生活の場である子どもの家等事業と体験や交流
活動などを行う放課後子ども教室事業を一体的に実施し，
子どもたちが地域社会の中で心豊かに育まれる環境づくり
を行う。

調整中 調整中

継
介護保険事業の着実な実
施

高齢福祉 ○

　高齢者等が介護が必要になっても住み慣れた地域で，
できる限り自立した生活が送れるよう介護保険事業を実施
し，制度の利用方法やサービス内容について情報提供を
行う。

・介護保険の手引き作成部
数
：11,000部

・目標年度　平成26年度
・介護保険の手引き作成部
数
：13,000部

新
仕事と介護の両立に向け
た意識啓発講座等の実施
★

男女共同
（高齢福祉）

○ ○ ○
　仕事と生活が充実し好循環を生み出す環境づくりに向け
て，「仕事と介護の両立」をテーマに，その実現に向けた工
夫や介護保険制度の周知等を行う講座等を実施する。

継 ママパパ学級の実施 子ども家庭 ○

　妊婦とその夫を対象に，安心して妊娠期を過ごし，安全
な出産を迎え，夫婦や家族が協力して子育てするために，
保健師・助産師・栄養士を講師とし，妊娠・出産・育児につ
いての講話や実習，グループワークを実施する。

・実施回数：66回
・受講者数：2,500人

・実施回数：66 回
・受講者数：3,320人

継
男性の家庭参画促進講座
等の実施★

男女共同 ○
　男性の家庭参画を促進するため，幼い子を持つ父親を
対象に，父子で参加できる講座等の実施や広報・啓発活
動を行う。
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事業の名称

★印は「男女共同参画推
進講座等の実施」の一環
として実施

◆印は「継続事業」のう
ち，「男女共同参画行動
計画」に初めて計上された
事業

成
人
・
保
護
者
・

勤
労
者
等

高
校
生
・
大
学
生
等

小
中
学
生

乳
幼
児

施策

施
策
番
号

重
点
施
策

施策の名称

具体的な事業

新
規
・
拡
充
・
継
続

事業の目的と概要

基
本
目
標

施
策
の
方
向 目標値

※目標値は基本として
29年度の値

事業の主たる対象者

推
進
団
体

市
職
員 現状値

※現状値は基本として
24年度の値（見込み）

教
職
員
・
保
育
士
等

一般 民
間
企
業
・
自
治
会
等

担当課
（連携課）

継
DVの未然防止対策の推
進

男女共同 ○ ○ ○

継 相談体制の充実 男女共同 ○ ○

継 被害者の安全の確保 男女共同 ○ ○

継
被害者の自立支援体制づ
くり

男女共同 ○ ○

継
関係機関等との連携・協
働によるＤＶ対策の推進

男女共同 ○ ○ ○ ○

新
啓発ポスターやパンフレッ
トの発行

男女共同 ○ ○
　職場におけるセクハラを防止するため，啓発ポスターを
新たに作成し，民間企業や市施設等に貼付する。

・作成部数：2,000枚
・配布部数：2,000箇所

・作成部数：2,000枚
・配布部数：2,000箇所

新 啓発パネル展の実施 男女共同 ○
　性暴力・セクハラ等の暴力を防止するため，啓発パネル
を新たに作成し，男女共同参画推進週間や月間等におい
て，啓発パネル展を実施する。

・展示回数：年１回 ・展示回数：年１回

継
性教育サポート事業の実
施【再掲】

学校健康 ○

　人工妊娠中絶の現状や心身への影響等についての認
識を深め，適切な意志決定や行動選択ができるようにする
ため，市内全校の中学3年生を対象に，専門的立場の産
婦人科医による講話を年1回度実施する。

・実施校数：全中学25校 ・実施校数：全中学25校

継
エイズ予防啓発普及活動
の実施【再掲】

保健予防 ○ ○ ○

　エイズ・性感染症に関する正しい知識を普及啓発し，市
民一人ひとりが自分の問題としてとらえ，感染しない，感染
させないための行動がとれるようにするとともに，エイズに
対する誤解・偏見のない社会づくりを推進するため，講演
会等を実施する。

・実施回数：69回
・対象人数：10,000人

・実施回数：100回
・対象人数：10,000人

継
性といのちの健康教育出
前講座の実施【再掲】

子ども家庭 ○ ○

　思春期の若者を対象に，性と健康に関する正しい知識
や情報を提供し，若者自身の性と健康を守る自己決定能
力を育てるために，小・中・高校生を対象とした保健師等に
よる性といのちの出前講座(健康教育)を実施する。

・実施校数：30校
・参加人数：3,800人

・実施校数：35校
・参加人数：4,000人

６
　
男
女
間
に
お
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る
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　ＤＶ・デートＤＶの未然防止に向けた若年層からのデートＤＶ
防止啓発や，ＤＶ被害者が1人で悩むことのないよう相談窓口の
周知，被害者の早期自立や心身回復を図るための自立支援事
業の実施など，ＤＶの防止啓発から自立支援に至るまでの総合
的なＤＶ対策を推進する。
　なお，ＤＶ対策の具体的な事業については，「第３次宇都宮市
男女共同参画行動計画」の下位の分野別計画である「宇都宮
市配偶者からの暴力対策基本計画」（平成21．3月策定）に準ず
るものとし，事業の進行管理等を行う。

配偶者や恋人からの
暴力対策の推進（DV
対策基本計画）

●

Ⅲ
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女
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互
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に
人
権
を
尊
重
し
大
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に
す
る
社
会
の
実
現
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17
女性に対する暴力防
止啓発

７
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健康のための正しい
知識や情報の提供，
学習・教育の推進

7



事業の名称

★印は「男女共同参画推
進講座等の実施」の一環
として実施

◆印は「継続事業」のう
ち，「男女共同参画行動
計画」に初めて計上された
事業

成
人
・
保
護
者
・

勤
労
者
等

高
校
生
・
大
学
生
等

小
中
学
生

乳
幼
児

施策

施
策
番
号

重
点
施
策

施策の名称

具体的な事業

新
規
・
拡
充
・
継
続

事業の目的と概要

基
本
目
標

施
策
の
方
向 目標値

※目標値は基本として
29年度の値

事業の主たる対象者

推
進
団
体

市
職
員 現状値

※現状値は基本として
24年度の値（見込み）

教
職
員
・
保
育
士
等

一般 民
間
企
業
・
自
治
会
等

担当課
（連携課）

継
性差に応じた健康支援講
座の実施★

男女共同 ○
　男女がともに身体について正しい情報を入手し，生涯を
通じて健康を享受できるよう，性差に応じた健康講座を実
施する。

継 がん検診の実施 健康増進 ○
　健康に関する関心を高め，男女の身体的特性を理解す
るとともに，すべてのがんの早期発見・早期治療を促進す
るため，がん検診を実施する。

・胃がん検診　１８．０％
・肺がん検診　３０．２％
・大腸がん検診　２８．７％
・乳がん検診　２０．２％
・子宮がん検診２０．８％
・前立腺がん検診３２．５％

・胃がん検診　２３．５％
・肺がん検診　３６．８％
・大腸がん検診　３５．６％
・乳がん検診　　２２．８％
・子宮がん検診　３０．４％
・前立腺がん検診４２．７％

継
女性の健康力アップ事業
の実施

健康増進 ○

①女性の健康週間イベント
　女性の健康に関する知識の向上と，女性を取り巻く健康
問題に対する社会的関心を図るため，厚生労働省が主唱
する女性の健康週間に併せて，パネル展示や健康教育等
を実施する。

②ピンクリボンキャンペーン
　乳がんの正しい知識を普及啓発するとともに，自己触診
と定期検診の大切さを理解してもらうことにより，乳がんの
早期発見の促進を図るため，キャンペーンを実施する。

・年度　平成24年度
①開催回数：講演会1回
　参加人数：100人
　健康教室：2回
　参加人数：50人
②街頭キャンペーン：４回
　【乳がん予防に関するアン
ケート】
　・自己触診法についての認
知度：85％
　・自己触診法を既に実施し
ている：35%

①開催回数：講演会1回
　参加人数：100人
　健康教室：3回
　参加人数：70人
②街頭キャンペーン：４回
　【乳がん予防に関するアン
ケート】
　・自己触診法についての認
知度：100％
　・自己触診法を既に実施し
ている：50%

継 妊婦健康診査の実施 子ども家庭 ○
　すべての子育て家庭が安心して妊娠・出産・子育てに取
り組めるようにするため，妊婦健診を実施し，妊娠中の異
常の予防・早期発見・早期治療を支援する。

・受診券利用率：82.5％ ・受診券利用率：85.0％

継 不妊に悩む人への支援 子ども家庭 ○
　子どもに恵まれず不妊治療を受けている夫婦に対し，経
済的負担の軽減を図るため，医療保険適用外の不妊治療
費の一部を助成する。

・助成件数：887件

継
ママパパ学級の実施【再
掲】

子ども家庭 ○

　安心して妊娠期を過ごし，安全な出産を迎え，夫婦や家
族が協力して子育てできるよう，妊婦とその夫を対象に，保
健師・助産師・栄養士などが講師となって，妊娠・出産・育
児についての講話や実習，グループワークを実施する。

・実施回数：66回
・受講者数：2,500人

・実施回数：66 回
・受講者数：3,320人
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ライフステージや身
体的特性に応じた健
康支援

【計画の推進】
　・施策の推進状況の点検と評価による管理
　・関係団体や各種事業との連携による啓発
　・人材育成・ネットワーク形成拠点としての推進センター機能の充実
　・関係課・関係機関との連携による推進体制の強化
  ・国際社会や国の動向への留意と調査研究・情報収集
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